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車
鶴

畷

間

．

一
一

。
東
京
都
東
久
留
米
市
で
昨
年
２
月
、、
体
調
不
農
を
訴
え
た
統
合
失
調
症
の
男
性
一（
当

へ

｝

芋
く

時

室

一
が
救
急
搬
遺
ざ
冊
ず
肥
腸
閉
塞
で
死
亡
し
施
。。
敬
急
隊
は
２
時
間
半
に
わ
た

り
受
け
入
れ
先
を
探
し
た
が
、
賜
病
院
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
搬
送
を
断
念
し
た
も

「
精

神
科
な
ど
の
専
門
医
が
い
な
い
」

「
病
床
が
な
い
」

な
ど
が
病
院
側
の
理
由
だ
っ
た
。

■。

高
齢
化
や
自
殺
未
遂
で
糖
神
障
書
者
が
身
体
疾
患
に
か
か
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

が
、
両
方
の
症
状
を
診
ら
れ
る
病
院
が
少
な
い
た
め
搬
送
が
難
航
し
て
い
る
。
精
神
と
一

身
体
の
合
併
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
不
備
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

（
社
会
面
に

「
こ
こ
ろ
を
救
う
」
一）

男
性
の
家
族
が
情
報
公
開

と
訴
え
る
。
病
院
は
医
師
な

請
求
し
で
開
示
さ
れ
た
東
京

ど
の
配
置
が
手
薄
な
休
日
・

消
防
庁
の
記
録
や
家
族
の
証

夜
聞
体
制

言
に
よ
る
と
、

男
性
が
死
亡

２１
・
肪

母
親
が
１
１
９

す
る
ま
で
次
の
よ
う
な
経
緯
、
番
通
報

を

た

ど
ゴ

た
。
、

昨

隼

２

月

１４

錺
」一（

土
）．

２０
，

・
伽
す
芦

嵐
監
が
母
親
に

「
貝
台
が
悪
い
か
ら
医
者
に

連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
？
」

。
４

ユ

潮

畠

匡

６

自

τ

‡

唾

苅

２２
・
００
ご
ろ

東
久
留
米

市
潤
防
本
部
（
現
在
は
東
京

消
防
庁
に
編
入
）

の
救
急
車

が
自
宅
に
到
着

．
２２
・

珊

母
親

の

呼

び

か

．
け
に
応
答
な
し
。

救
急
隊
員
．

一
は
す
ぐ
に
生
爺
に
か
か
わ
る

薗
症
で
ほ
な
い
が
、

意
識
障

曽
が
あ
奇
と
み
て
２
次
救
急

医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
必
要

と
判
断
。
自
宅
前
に
救
急
車

を
止
め
た
ま
ま
内
科
や
脳
外

科
が
あ
る
救
急
病
院
に
対

し
、
両
親
か
ら
聞
い
た
本
人

の
病
歴
を
伝
え
た
上
で
、

受

け
入
れ
を
婁
請
す
る
置
語
を

か
け
始
め
る

翌
帽

目
、

（
目
）

１

・

ｍ

二る受け血ｂ身合併症
蝸
カ
所
目
の
病
院
に
受
け
入

れ
を
断
ら
机
、
搬
送
を
断
念
。

救
急
隊
は
奮
俗
に
変
化
が
な

い
と
し
て
３
次
救
急
医
療
機

関
に
は
受
け
入
れ
要
請
せ

ず
、
男
性
を
自
宅
へ
運
び
入

れ
る

ボ
９
・
伽
ご
ろ

母
親
が
同

」
抵
溝
防
本
部
に
「
病
院
を
探

稼
喰

そ
の
後
、
父
親
が
男

性
の
通
院
先
の
精
神
科
病
院

へ
行
き
、
治
療
を
頼
ん
だ
が

「
休
日
で
対
応
で
き
な
い
」

と
断
ら
れ
る
。

繭
親
は
ほ
か

脳
卒
申
な
ど
で
命
に
か
か
ね

次
欧
急
医
療
機
関
（
救
命
救
自

－

‡

ｄ

㌧

‡
｝



芯
華

の
」

公・
立

，中、
学」

で
「

覆一

活

邸

ギ
■

ユ
ア

Ｓ
ｐ一
、

浅
田
薗

１位１一

一１

帖１

呈
局
校
駅’

伝

き
」

き
つ
号

．
砲
’

１３

刈 ； 宰
，

ン
蟻 府

灘

化１ 人

襲
≡

死

劉 亡

李≡
徽

３－１
，

２５
，

．１
≡
，
１．
｛
｛

一

ｊ

’１

芋
穂報暎 市目佃一 剛ｏｉφ ゆ、

・

’

・

ｌ

ｒ

・
一

∴

一
。

一 巾
．

’

・
・

．

ムμ

，

幾

与出実三コノミストの評格６
政油のｎ年慶予算実た対して、

」
土ヨ

ノ嵩ストからは二 櫨清成長への配慮

を評価する声もある一方、 ∫景気底

上げ即果は乏しい」 とφ揮筒も。１

韮 方 領 土 発 言 で 波 紋 ｝’ 一
２

一

鰯
’メ ド ベ ー ジ ェ フ 露 大 統 領

が地元テレビで北方領士

の自由経済・買易地城化
一 一

■

を日本に提案したと 発
一

言。 ただ、 「鰯力は島の赦棄を憲味

質 間 な る ほ ドリ

鴫 ボク シングの階級 ３
一』１一一」 一 Ｉ一 ＾ ・一一一’ ＾ 二．４ ，

～
２
カ
所
の
病
院
肥
電
誰
で

又
げ
入
れ
を
依
頼
し
た
が
、

」
れ
も
断
ら
れ
る

１４
・
００
ｒ
男
性
⑳

壌

馴
い
て
い
橡
い
包
と
に
．気

づ

い
た
両
親
が
１
１
９
番
通
報

）
た
が
、

す
で
に
死
亡
。

大

†
病
院
で
の
解
劃
の
結
異
｛。

ル
因
ぱ
腸
閉
塞
ど
判
明

，

東
京
消
防
庁
の
記
録
陀
よ
．

旬
と
、－．
救

慈

隊

員

が

受

け

入

仙
婁
請
し
花
蝸
繍
続
の
内
訳
．

は
▽
総
合
病
院
５
▽
大
学
属

の
容
体
か
ら
「
脳
な
ど
の
疾

患
が
疑
ね

塁

森
瓢
断
“

検
讐
繭
禰
や
医
療
機
器
が
な

い
た
め
受
け
入
れ
を
断
り
、

検
査
が
で
き
る
他
の
病
院
へ

運
ぷ
よ
ラ
頼
ん
だ
と
い
う
佃
・

多
摩
地
区
の
大
学
病
院
は

一
救

愚

隊

か

ら
運

絡

が

あ

り
。
陀

時
、
す
で
に
他
の
救
急
愚
着

の
治
療
を
し
て
い
た
ｏ

「
対

応
で
き
る
ベ
ッ
ド
が
空
い
て

い
な
か
っ
た
」

ど
い

尋

、
．

こ
の
ほ
か
複
数
の
病
院
が

－
■一
続

合
・
夫

学

病

院

の

棚

補

科

病

床

・
－一

拳

搬
送
圖
難
倒
を
解
消
す

る
た
め
、
藁
瀕
都
は
昨
年

８
星
㍗
鍍
魯
眺
が
受
げ

入
れ
先
の
嘉

壌
思
医
療

機
関
言
野
豚

勢
で
２０

撤
退
相
次
ぐ

さ
れ
た
面
も
あ
る
が
（
合

併
症
に
な
っ
た
精
神
陣
蟹
．

者
の
搬
還
が
最
高
難
じ
い

状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
を
鱈
蒐
精
饗
餐
愚

分
以
上
か
か
る
か
ハ■

蕩

５■
者
の
多
く
は
暴
れ
た
り
せ

所
蟻
雌
爵
珍
机
液
機
爾
を
一
ず
、
救
急
隊
は
総
合
病
院

「
選
定
困
難
賞
桑
」
と
し
、

や
大
学
病
院
で
も
受
け
入

鱗
嫡
畿
酬
調
詣
帥
訂
醍
融
肝
織
胴
謙
譲
維
楠．
４
禰
雛
調
炉

Ｖ
「
専
門
外
｝

（
糖
神
科
な
一

」
の
尊
門
医
が
い
な
い
∀

国
・

ｙ
理
由
が
不
明
確
な
「
受
け

”
け
ら
れ
ず
」
４
▽
『
満
床
」

㌦

－

だ
っ
た
用．

こ
の
う
ち
要
騎
記
録
が
残

一
て
い
た
２
病
院
が
取
材
に

…
じ
、
当
時
の
状
況
を
脱
明
一

）
た

。
’

１
多
摩
地
区
の
精
神
科
繍
院

は
救
急
隊
が
連
絡
し
た
鼠
轡
一

た
ｏ
総
合
繍
院
や
大
学
繍
院

に
よ
る
と
▽
休
日
や
夜
閻
は

ズ
タ
ッ
フ
が
少
な
く
、

治
療

後
も
目
が
離
せ
な
い
精
神
疾

患

蟻

応
す
る
の
は
困
難
▽

当
富
医
が
精
補
城
磨
者
の
診

療
で
普
労
し
た
経
験
が
赫
る

１

な
ど
の
理
由
で
断
る
と

い

う
。

・

、

嚢

．
蟻
山
智
己
、

堀

智

行
】

，
．
ン

一
、

鴻

慧
者
に
対

一
通
事
故
や

一
嚢

ぼ
３

セ
ン
タ
つ
）

一
で
入
院
治
療
す
る
。

糖
掃
陣
書
者
は
自
覚

症
状
が
霞
わ
か
っ
た
り
、
正
確
に
伝
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
２
次
救
急
医

療
機
関
へ
の
搬
送
後
、一
目
驚
ど
判
明
す
る

こ

と

も

あ

る
。

鯛
整
し
潅
り
、
自
ら
受
け

学
病
院
の
繕
神
科
病
床
は
・

入
脇
獲
饗
留
竿
喜
＾
京
ル

一
般
診
療
科
よ
り
診
療
報

↓

－
を
導
入
し
た
。

酬
が
低
く
病
院
経
営
を
圧

都
に
奏

置

｛
選
定
困

迫
す
る
た
め
、、
全
国
で
年

難
」
た
該
当
し
た
の
ぱ
今

々
削
減
さ
れ
て
い
る
。

０２

年
ｍ
蘭
兼
茨
で
の
１
年
２

年
に
２
万
１
７
３
２
床

劾
月
閻
で
１
万
４
ｒ
０
５

（
２
７
２
施
設
）

あ
っ
た

件
に
上
⑳
、．
う
ち
糖
神
疾

の
が
㎝
年
肥
は
１
万
９
１

愚
姉
葉
物
中
書
（
大
半
ぱ

０
３
床
（
２
４
８１
施
設
）

過
量
服
薬
に

蓉

自
殺
未

と
１２
％
減
ρ
た
㍗

一－
チ
僚

遂
〉
が
理
歯
陪
稼

蓼

駅
鴛
信
本
総
合
痢
院
識
神
医

Ｌ
ス
は
止

蚕

件
で
全

学
鎖

竃

庁
郎
夢
務

’

誰

携
雛
灘
ｉ

て
精
神
科
病
床
が
廃
止
さ

れ
て
い
る
う
え
、
糧
稗
科

医
が
外
来
や
入
院
愚
者
の

診
察
に
追
わ
れ
て
疲
弊

し
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業

し
た
り
、
繕
神
科
病
院
に

８
」

Ｉ

■

」

自然壱この手に
一

！
一

赤穂の天 塩
天居 揮（オースト剥ア産）と

に が りで 国 内 製 造一

．
移
．
づ

て

い

る
ｑ

乙

う

し

た

糟
神
科
医
の
総
合
病
院
離

れ
も
受
け
皿
の
減
少
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。
合
併

は
墨

還
雫
搬
鰯
簸
魏
、
鰯
畿
騒
ピ

ま
ず
痛
廃
哨
決
ま
ら
な

因
だ
。
不
採
算
部
門
と
し

抜
本
的
対
策
が
急
務
だ
ｏ

い
ρ
塾

務
｝
ル
で
改
善



、
メ

病暁受け入れず

「
心
σ
病
を
抱
え
、
今
は
潜
し
ま
ず

に
逝
り
た
こ
と
が
幸
い
だ
っ
た
亡
思

，

う
」
。

㎜
月
下
旬
、

東
京
都
東
久
留
米

市
で
精
神
疾
患
を
理
由
に
救
急
搬
送
で

き
ず
に
死
亡
し
た
男
性
（
当
時
４４
歳
）

の
自
宅
を
訪
ね
沈
。
．

〔
救
え
た
命
だ
っ

た
の
で
は
」
。

私
た
ち
の
間
い
か
げ
に

父
親
行
）
と
母
親
（
７１
）
衡
当
初
、

報
道

さ
れ
る
の
を
た
め
ら
っ
た
。

あ
の
日
か

ら
ま
も
な
く
２
年
。

表
札
に
は
長
男
の

名
前
が
残
る
。

２０
年
闇
、

病
に
悩
ん
だ

愚
子
の
死
を
ど
う
受
け
止
め
れ
ぽ
い
い

の
か
ｏ
両
親
の
心
は
揺
れ
続
け
て
き
た
。

【
堀
智
行
、
江
刺
正
嘉
】

ニ
ニ
う
セ

破
介
雛

た
命

な
っ
て
も
受
け
入
れ
先
の

．
病
院
が
見
つ
か
ら
な
い
川

搬
送
を
あ
き
ら
め
自
宅
に

戻
す
こ
と
に
な
っ
た
。
「
大

丈
夫
よ
ね
」
。

母
親
に
は

長
男
が
眠
っ
て
い
る
よ
う

で

０９
年
２
月
Ｍ
日
夜
か
ら

１５
日
未
明
。

東
久
留
米
市

の
住
宅
街
で
救
急
車
が
赤

色
灯
を
回
し
な
が
ら
立
ち

往
生
し
て
い
た
ｏ

い
つ
に

と
診
断
さ
れ
た
。

。
「
お
れ
、
早
く
治
さ
な
い

と
」
。
長
男
ぱ
担
当
医
の
勧

め
で
事
務
の
仕
事
に
も
就

い
た
。

だ
が
薬
を
飲
む
と

頭
が
も
う
ろ
う
と
し
、

欠

精
神
科
あ
る
の
に

軌
が
増
え
た
。

薬
を
抜
き

仕
事
を
続
け
た
が
、
今
度

は
幻
覚
や
妄
想
に
悩
ま
さ

れ
た
。

精
神
科
病
院
へ
入

退
院
を
繰
り
返
し
、

１０
回

．
以
上
転
職
し
た
。

鋤
代
半

ぽ
過
ぎ
が
ら
「
も
ウ
死
に

た
い
㌧、樫
書
言
い
出
し
た
“

救
急
出
動
か
ら
３
時
闇

「
専

門

外
一
と

も

に
見
え
た
。
だ
が
救
急
隊

員
は
「
命
の
保
証
は
で
き

一

ま
せ
ん
」

と
皆
げ
た
。

母
親
が
長
男
の
異
変
に

気
づ
い
た
の
は
２３
歳
の
時

。

だ
っ
た
ｏ

ア
ル
バ
イ
ト
か

搬

ら

帰

っ
て

く

る

と

突

然

母

鱗。」

親
に
食
っ
て
か
か
っ
た
。

．
「
な
ん
で
後
を
つ
け
て
く

㎞

る
ん
だ
」
。

お
と
な
し
い

瑚

性
格
で
、
口
げ
ん
か
し
た

記
憶
も
な
い
◎
心
配
し
た

両
親
が
精
神
科
病
院
を
受

診
さ
せ
る
と
統
合
失
調
症
．

遺 品 の ヘ ヅ ド亦 ン ス

は母親が好きな演歌
「お 袋、 聴 い て み ろ

久 留 米 巾 で１４日、 武

駕
簑

長

く

を

た

，
＼

一

半
が
す
ぎ
た
皆

雷
・

脊

「寝
喬

露

審

降
φ

や
ん
を
思
い
出
さ
な
い
日

目
を

は
な
い
。
匁
父
さ
ル
も
必

や
ｒ

ず
、

仏
壇
の
か
ね
を
２
回

げ
た

た
た
い
て
布
団
に
入
る
。

た
つ

口
に
は
出
岩
店
い
け
ど
悔

て
寝

し
い
と
思
３
」

小
さ

１２
月
申
旬
へ

両
親
は
消

手
。

防
の
担
当
巻
か
ら
救
急
搬

優
し
く
て
、
自
慢
す
る
く

送
の
経
繍
を
聞
き
驚
い

ら
い
頭
も
い
い
子
。

「
経

た
。
受
け

れ
要
請
し
た

理
の
資
格
を
目
指
し
一
生

の
は
有
名

学
病
院
や

懸
命
勉
強
し
て
、、
結
婚
も

総
台
病
院

か
σ
だ
っ

し
た
か
っ
た
ろ
う
に
」
。

た
Ｏ

精
神

あ
る
の
に

意
識
が
戻
ら
な
い
ま
ま
息

「
精
神
は

外
」
と
断

を
引
き
取
っ
た
の
は
、

そ

っ
た
病
院

っ
た
。

の
約
１２
時
藺
後
だ
っ
た
。
、

「
ど
う

ぞ
心
の
病
と

鞠
灘
蝪
鱗
誰

う
と
し
て
き
た
。

「
難
し

い
病
気
だ
っ
た
か
ら
私
た

ち
が
先
に
逝
。っ
て
患
子
が

残
っ
て
も
か
わ
い
そ
う
だ

っ
た
。

最
後
に
親
孝
行
し

た
の
か
も
」
。

取
材
の
申

藷

朴
欝

し

賀

そ
の
思
い
を
ゆ
－

一
な
オ
セ

と

孝

き
乱
す
こ
と
だ
っ
た
の
カ

く
レ

カ
」

公

も
し
れ
な
い
。

だ
が
再
び

亡

テ

の
よ

市

訪
れ
た
時
、
母
親
が
言
っ

情報やご意見をメール

（ｔ
．ｓｈａｋａｉｂｕ ＠ ｍａｉｎｉ

ｃｈｉ
．ｃｏＪｐ） 、 フ ァ ク ス

ー一鰯磯雛叡 蜘 一

斑 （〒１面一８０５１毎甘新
聞社会部 陀 ころを救う」
係） で お 寄 せ く だ さ い。

の
で
し

ま
ヨ 、

９
一

か


